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第２０回 春の動物園まつりのお知らせ

ペンギン子育て中 

春の動物園まつりの開催をお知らせします。 

★日時：令和2年3月 22日（日）午前10時～午後3時 

★シマウマ餌やり体験（要整理券）、バックヤードツアー（要

整理券）、ヤギ餌やり体験、フラミンゴ検定、キーパーズガ

イド、クイズラリー、野鳥クイズコーナー、動物ふれあい

コーナー、竹細工コーナー、コンサートコーナー、動物ア

ートコーナー、キッチンカー・飲食コーナー などなど 

★荒天中止。動物の体調、天気によって内容が変更になる

ことがあります。 

★当日は駐車場の利用はできません。公共交通機関をご利

用ください。 

昨年 12 月、フンボルトペンギンのひなが 1羽孵化しました。餌の時間にな

ると両親のどちらかがダッシュして早くエサをよこせとねだり、大量の魚を食

べ、自分で魚を採れないひなのため、吐き戻して与えています。もう片方は巣

穴で留守番ですが、エサ調達担当と留守番担当がちゃんとちょくちょく入れ替

わり、負担を公平にしているようです。 

巣穴に引きこもってほとんど姿の見えなかったひなですが、1 月下旬に巣立

ちしてひょっこり出てきました。鳴き声も大きくなり、動物園が静かな時間帯

だと離れた事務所前でも聞こえるほどなので、ぜひ耳を傾けてみてください。 

ありがとう
1 月 12 日、ヤギのモナカが亡くなりました。10 歳でした。

若くはなかったものの前日までしっかり餌を食べ、いつもどお

り日向ぼっこに勤しむ姿を見せてくれていたので、突然のこと

に職員も驚き、残念に思っています。小さい体ながら、母親と

して唯一体の大きなタンゴにくっついて過ごすこともできま

した。今までどうもありがとう。かわいがってくれた皆様にも

お礼申し上げます。 

マーコールの♂、ウタマルも 11 月 20 日に亡くなりました。

2015 年にはボスとして君臨し、その座を明け渡した以降も弱る

ことなくマイペースにそこそこの強さと余裕を見せていました

が、この秋は急激に年を取ったようにみえていたところでした。

お客さんとの距離は近くなかったものの、職員の間では大きな存

在感を放つ存在でした。今までありがとう。



獣医の日記

★動物たちの主な移動（令和元年１１月１日～令和２年１月３１日）★ 
アメリカアカリス（♂1死亡）、ホンシュウジカ（♂1死亡）、マーコール（♂1死亡）、アカオヒメシャクケイ（♂1死亡）、
フンボルトペンギン（性別不明 1繁殖）、ヤギ（♀1死亡） 

プレーリードッグ 
哺乳綱 ネズミ目 リス科 

★ピックアップ動物★ 
 北米の草原地帯に生息するネズミの仲間で、鳴き声

が犬に似ているところからその名がつきました。複雑

な巣穴を掘って家族からなる群れで暮らします。家族

なので仲良し…と思いきや、冬場には繁殖期を迎えて

気性が荒くなったオス同士で小競り合いを起こすこ

ともしばしば。一昨年、昨年とそれが原因で一時別居

を余儀なくされていた群れの父親ピーター、今シーズ

ンは今のところ大丈夫そうです。 

 換毛のため、夏と冬で姿がだいぶ変わるのも特徴で

す。毛の色が変わるわけではありませんが、夏毛はボ

リュームが少なくすっきりと、冬毛は密度が高く丸々

と太ったように見えます。 

 餌の時間には仲良く並んで食べる姿が見られます

が、よく見ると皆真剣そのもので、目の前の餌に集中

しています。皆好きなサツマイモは油断しているとす

ぐ無くなってしまうので、我先にほおばっています。

逆に人気がないのは小松菜の軸。最終的には食べるも

のの、しばらく放っておかれることもしばしばです。 

＊公式フェイスブックはじめました。詳しくはこちらから。

ヒトは子どもの頃乳歯が抜けて永久歯が一度生えてきたら、その歯

は伸び続けることなく、あとはすり減るだけです。残りの人生、生え

変わることもありません。 

今年はねずみ年、動物園にもネズミの仲間のげっ歯類であるテンジ

クネズミやプレーリードッグがいますが、よく齧り、歯をすり減らし

続ける生態をもつ彼らの切歯（前歯）と臼歯（奥歯）は一生伸び続け

ます。適切な餌を与えていれば臼歯は適切にすり減り、ちょうどよい

角度と長さを保てますが、切歯は生まれつきのあごの形や外傷などに

よってかみ合わせがいまいちになると変な形に伸びてしまうので、ち

ゃんとした餌を与えていても、歯を削らなくてはならない個体が出て

きます。原因が原因なので、毎回同じ顔触れです。今は定期的に歯を

削っているテンジクネズミが4頭ほどいます。 

歯医者は動物も嫌なようで、暴れて怪我をしないようタオルでくる

み、しっかり保定して歯を削るのですが、あきらめておとなしくする

ものは少なく、体をくねらせてタオルからの脱出を試みるもの、とに

かく口を動かして処置の妨害をするもの、キャーキャー大騒ぎするも

の、とにかく皆全力で嫌がります。切らないと餌が噛めなくなるよ、

そのうち唇に刺さるぞ、という言葉は当然通じません。 

歯が悪くなれば食べることに影響が出ます。そこから体力、全身状

態へと影響はすぐ広がります。動物の体に無駄なパーツはありません

が、まさに歯は命、とても大事なのです。 


